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、　原蚕飼育労働の健康障害について
（心血管系障害の疫学的研究第23報）
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Health　Impairment　of　the　Farmers　Engaged　in　SericulturaI

　　　　　Works　for　the　Silk　Worm　Eggs　Production

　　　　　　（Cardiovascular　Epidemiology　Report　23）

　　　　　　　　　　　　　AKIO　YAMAZAI〈工
　　Department　Qf　Hygiene　and　Public　Nea！th，　Faculty　of　Medici旦e，

　　　　　　　　・　　　　　　Shinshu　University

　　　　　　　　　　（Director：Prof．　F．1〈OMA’rsu）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とし，少数には近傍の中小企業に勤務者となり。なは

　　前編に於て瀦は綴伽》1儲琳轄の疫学ll勺研究　少い燗’Fと侮1ミる僧んでいる。組．て狭い畑地か剛謳

　のni部としての獲1五濃罠の面L圧及び’心・誓ll図所見を検討　　　い収入な挙げるため，労力な厭わず盃種斜llの分賜と

　し，擁逝隊には高lrlL韮も心筋障審もil；li率であつて，殊　　　して，1脳く飼育な贈んでいる。

　に蘇照飼育音及び稚預肉宅飼育庸セこ，それが一隙糟明　　　鯛査地の飼育状況：鯖1図はこの地区の気沿の年lll1

　であることを報告した。この間題を翼に鵡及して，養　　　変動と春張時の口間変動である。即ち蘇蚕稚鐙期の

，蚕労働と健康陳害との関係を究明するため，春蕪で自　　5月下旬」：り6∫1．k句は，外知温は慨ね7c・　C　・一　2L）。Cの

鰭飼脊の多い：rfi｛1三産の原蚕食硝ll嫁を調奮ずること1こ　間にあつて。変動が大きく，時に5。c　s二λ下にな鷹

　した。原顕とは寮種を作る1・通的の1！iE　lt称し，夏，秋蚤　　　ともある。かような大気候の中で，蜜内な略々26。C

　用の原蚕は特に春に飼育される。　　　　　　　　　　　　の忙1温に保つためにぽ，終口燃那を行わねぽならな

　　蚕種の良否は養璽の成否に関るため，原寮は慎霜に

食硝される・訪緬より約5°％増の高価であるので　簿図　調奮地の鉛品
s’≠唐≠唐高?ﾆの加入紡も大きい・原蛾可膏に麟撫　　　　　　，（・95・－56イ1・の平均）

適した環境で，熟練した養蚕技術を有する農家が選ば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋
れる。原蚕はその目途から糸繭よりも春早期に飼育が　　　　℃

始められ，鮪条件も一騨電である。特に室澗節　　3°

のため媛房に意を用いるo殊に近年高温飼育法が取上　　　　20

げられ・稚蚕期には室楓26°C前後の慎漏が推奨され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Io　るため，蚕室も気積を小とし，換気を少くし，媛勝を

・多くして，保温に努めている。そのため炭当りと称し　　　　0

ズ燃焼ガス中襟も屡々経験されるという。一見して僑　　　一．10

州心筋症発生地の蜷内条件と酷似している。

・ぞ・で駒縢綴か・瞭飼育す謝　　∵幅f，ち㍊尉2月
、を・長野尉i旧本アルプス沿いの一一一Ut村部㈲ζ求め，　　セ

蚕室内環塊の調査，労働内容の分析と，養蚕主坦当者　　30

に対して健康診断を行つた。　　　　　　　　　　　　　　20

　　1　原蚕飼育の労働環境と労働内容　　　　　　　　　10

調査対象とした部落は，山に照まれ，人口1，　500人　　　　o
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い。今日不1畷飼育の好適温1蹴条件　　第2図　　脳欄育王糊の一例（A）
は・温度25～26°C，湿度70～80％と　　　　　　　　　　　　　　（有O弥O治氏）

麟礪瀦馨；講ぞ？離＼
土蔵造りの蚕室も児られた）・　天弁　　　　　　　戸

瞥鼓謬警騰廣ダ総、1　居

けるため窓や戸の隙間は和紙で目張　　　　　室土

りしている。鰹内媛房は山村にli｛を寓　　　　　　　壁

な木媛が盛に使われているo笛2図

及び笛3図は原寮飼育環境の～例で

あるが，その他の獲張農寒の蚕黙

も，概ね類似している。出入tll以外　　　　　　　　←一鑑Z例一一一→

蝋天擢も猟1油糸氏鞭腋　　天井剛紙床及び贈よ鰍により剛蓬りさ泌
りした，換気の少い気積20m3内外

の寮蜜内で、2～3人の成人が1El

6圓の給染及び除沙等の作業な行つ

ている。蜜温は25．4°C～26，：｝°C，

平均25．9°cで，鋤を樋…1薙齪臆　　　　　　　　　』雑奄宝
しているo湿度は給薬，燃房等で多

少動胤，74～86％，・陶8。％であ　トー2・m　・→　　〈一：－10m－一→

つた。気流は小で，カタ寒暖計によ　　　　　稚葺飼育整の環鷹
り測定した結果，O．1～O．3m／Sea．，　　　　　　　気　　　積　　19．91nil（3．52×2．67×2．　I　Lhn）

平均…8加／・ec・で，換気・1数…　　ll農llh2°C

時］・・1回内外で甚だ少い・縮内の　　　気　vaE　o，12m／，ec，

使用媛房具は，説として火鉢，燈　　　　　　 照　　 度　　20Lux

燵，無煙鰻鉄齪で，1周の使用燃料　　　　　　　CO2濃度　　2・25編

繭径24・m轍・個・木購　　邊（）幣綿％24、嘱鰍、ケ
4kg（3～5kg）の㈱の例が90・つ　　　　　　騰炭火1日平均31、9
たoこれらの燃料から発生する燃焼　　　　　 換気回数　1．1圃／時

ガスは，換気の少い蛋室内に貯溜

し・ためにCO2濃度（Pettenkofer段法）平均2．23　　桑，給桑，網入，除沙，拡座，蚕窒の躍境調節，1・就申

％（2，05～2．52％），CO濃度（小松氏法①）平均250　　温湿度，換気，消灘等の一連した飼育管理は，およそ

PPm（180～360PPm）にも逮していた、養蚤従事薯の　　　30－－35日間を要する。その間㈹化時の蟻i蚕がi，　OOO倍

CO－Hb量（小松氏Pyrotannic　Acld法②）も時に　　　に成長するといわれる。掃立卵盤19惑り平均60kgの

20～30％に達する者も見られた。外界が寒い時には採　　　粟騒1が必要とされる。従つて頻國の給桑と多騒の採桑

暖を盛にするため，CO2及びCO濃度は外気温と逆比　　　を要し，飼脊藩の労働時間の80％は採鎚と給桑とに使

例し，時刻によつても変化し，一般に早朝に高く畳は　　　われる。調齋地の春寮平均掃立鐙は259であるから，

低濃度となる。これらの燃焼ガスの発生鍛は，木炭の　　　1日50kgの桑藥を山關傾斜地の桑園より採取し，運　1

巌地や炭質によつても異るが，刑い方の方が一周影響　　搬し，調桑（ti9・出し時にはO．3x1，0mm位の大さに

する。即ち埋炭（灰をかけた炭火）より裸炭（そのま　　「切り，1令期では約1・5cm大，2令期では約3crn大

xの炭火）の方が，CO発生鑑が多い。何れにしても　　　に切る）して給桑する。掃立卵畢：50～609の蒙でほ，

原蛮飼育者は，蚕察内作業中200～300PPmのCOに　　　1日100・v120kgの給藥のため，非常に忙しい。男や　．

曝露していると判断された。　　　　　　　　　　　　　20才代の若い女は，専ら採桑及び運搬に従事し，室内

　原蚕飼育労働の内ty　：次に本労働の内容を概観する　　　飼育作業には40～50才代の女が多く藪つているv

と，仕專の大部分は人力による手作業で，催青，採　　　　養蚕飼育時の1日の生活時間を分析してみると，平

取
…伽，
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第3図　　　　原蚕飼育環境の一例　（B）　　　　　　　　　　　　　（1）　自覚症状及び他覚所見

　　　　　　　　　　（川○庄○氏）　　　　　　　　　　　　　　被検齎88名中，心、箇を有する藩が

十

障

）

E
琶

　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　24名（27％），その他樹こり，め震

　　　撒・櫨　契灘晶5日　い…綱醐・棚撚，倦
　　　　・・：　階　　　　　雲昂11　　　　　　怠戚胃腸症状，夜ll・n排尿尭擁有す

叛鍬瞬）　　　　気温・6・6°c　　　礁力僚歩ゆ1／・・以」・に潔・ら・れ

⑧、鋼一⑧
e，xw
以P｝”

餌勅

l！、難億　騨糠撫1篇：il
　　勺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ti．　　　　　　　，・　」　　　」　　圏な　　　　　　’i

叛　　ぐ厨鑑）

SK4～一一｝一〉　　　　　　　　　　（∠1二｝lil　311，ii・～～「守笈i　l　lll｛1ウ　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　“

　　　　　　　　　　　　裳けているに一gぎ一9，飯．の他はfil叢

　　2今2日　　　　　　　にょる疲労で健康と考えていた。

予労…収繭吊：12｛】k霧　　　　　他’覚所見として，心臓の左鎖骨中

構鞭倣咽　　央櫨り1i・ツゴに漱甑禰，蝋
　　　　　　　　　　　　（48％）で、心拡大な示す脅が釦か

床は和紙，天粥酬1紙で目張り　　　　　　　　　　　つた。・酬噛或は心杯懸liな蒲≒す懲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邑よ4名　（5％），　珂ミ理鹿卿飛学言L10名（11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％）で鑑に澗不整脈であf）た。擬す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猿心症1腕群，胸内鱈圧感，胸内馳llllf悶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感等の心li斥と，心拡大，不整脈の

　　←一一隙煽｛一→　　　　←一一一一ン1M－一一→　　3逝鳶状が多かつた・　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　X線心臓i雍大測定

　　　　稚頚飼育室の環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VaqUeZ＆βordet氏溝距離撮影

　　　　　　釜蓋ll：麗⑬64x3’3°×1°95m）』　法1・よつて心臓r・…k・’｛・舳了2・1

　　　　　　温　　　度　　82％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表のように，心拡大を那す商

　　　　　　気　　　流　　0，2m／sec．　　　　　　　　　　　　　　　　が商率で，中でもaortiC　COnfigu開

　　　　　　照　度301ux　　　　　　ratiOnを示す噺が39名（‘140／e）t
　　　　　　CO・濃度　2・15％　　　　　　　　・mit。・1。・n±’igur・ti・・を示す都£1

　　　　　　暴゜座蠕1麟　　　　　 名（24％）認捌・た．矯卜測櫨

　　　　　　媛　房　24・m径煉燦1ケ　　　　　　　について，V可合による日本入の平均
　　　　　　　　　　　　炭火1日平均　4k9　　　　　　　　　　　　値と比絞すると，畏径，横径，箆心

　　　　　　換気回数　1・7回／時　　　　　　　　　　　　　室径，右心室径及び大動脈横径iが何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　才Lも原螢飼育者に大ぎかつた（a　tr

均して採桑，運搬等屋外労働時間は7時間10分，給桑　　　0，　01）。これよりみても左心室等の拡大が認められる

（1日6回）・除沙等麗内労働時間が7時間30分，睡眠　　　又心肺係数（心臓横径／肺臓恭底横径）も，心臓鰹積

時間5時問，休養時間30分，食辮，洗頂1，入浴等の時　　　も，原蛋飼育庸に大ぎく心拡大を嚢付けている。心臓

間2時間20分・その他の家事時間が1時間3〔｝分であつ，　傾斜角は小で，左方へ拡大し，心臓横伽こ傾いている

た・即ち養蚕飼育に1日14時間40分と1日の大部分を　　　と確められた。因に心臓とは関係ないが，胸部X線写

．費し，睡眠，休養は5時間30分と少く，養寮期間は精　　　真上より，循環不全に伴う齢血L肺を除L・て，固有の肺

神緊張の上に睡眠不是が認められる。　　　　　　　　　　疾患を認めたものはなく，唯肋軟骨の著明な骨化像を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示す者が35名（4◎％）に謝められ，早期老化を思わせ
　　　1　原蚕飼育者にみられる健康障窃　　　　　　　　た。

　前述の労働環境並びに労働条件下に，養寮飼育の責　　　　　（3）　心電図所見及び心筋障審

任潜として，屋内作業に従窮する30～50才の男30名・　　　心電図検査の結果は第4図に示すように，丁平低

女58名，計88名について，心血管系を主とした健康診　　　（43％），QT延長（41％），左心型（40％）が高率に認

断を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　められ，ST偏紘，殊にST降下も8％に認められた。
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第1嚢　原養飼育春のX練心臓実大測定　　　　　　　る。

　　　　（VAQUEZ＆BORDET氏法）　　　　　　　　心筋障轡の頻度は22名（25％）で全員の》4に当る

心臓径（cm）

長　　　　径

横　　　　径

基　　　径

左　心室径

左心室高
右心窟径
布心房径i
：た動脈横径

肺臓基底横径

心肺係数
傾　斜　角

原蚕飼育看　25名

耳～，　　30へ’59　Jr

14．5　（’14，0～15．1）＊

13．7　（／3．1～14．4）　ec’

10．2　（9．7～】〔），8）

10．0（9．3｛”10、7）　ve

1．6　（　1，3～　1．8）

12．9　（12、∩・～・13．7）　膏

1，1本人鞠　・の成績脳鱒③の髄凶・，槻・た心角ラ輝繊延

9，31～35　度に比し極めてll榔で，心j燃・剰1詮‘　1の疫判通要な

＿．＿塗　　　資料であつた。

、．6（，．，一，．4）｛、．7　叢噛・・榊伽類0・燗・脇獅麟h・・多く

6．0（5．6～6．5）。　5．2　　の・」≒峻を与えた・

徽謙鰍織1・論騰・騰欝ll｝獄瀞

13・1　　心筋1縮の鱗｛は，葡鷹性心鯛；縮が8名（9
1L8　　％），細L心臓弁1麟1物蹴性心i牌1の＝次触
1°・2 @心梛繍が4・K（5％）で謙の他の1・名（’t・1・e・X，）は

8．9

　　　　　　北儒濃地方にみられた愚糸加工作巣者に見られる原因
11：1　・鵬・酬・・欄翻醐・・④に醐してい・．作

36・8°（33・6°～40・Om）刈　　42・9°　　　つたoそしてQRS　Vectorも水平位に傾き，左心型の

　（註）1）　日木入平均｝；聴可合氏に拠る。　　　　　　　40％もの出現な裏1【｝ぎしている。これらの点から原寮

　　　　2）括弧内数字は制『〔度99％の平均値の信　　　　責lll育者は心臓起鷺フ」の減弱と，渦電肉体労働穿の；影響

　　　　　　鰍界勧翫　　　一　　　を馴。せる心　轍触｝丸ているものと叡嚇・・．1。
　　　　3）＊は鰍御％での鱒齢ガ‘す・　聯、図にみるよう燃、鱗翻Rm副噺蔵の度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数分布では，低電位箔3％も含めて，O、8rnVと1，　lmV

第4図　脳鵬者の心脳り幌　　　　に2つの㈲描いてL、，。、e　fl9いmVの隙酬，醐
　　　　　　　（3°川59綱女88名）　　　症滴、、mV。隙融腓1，，醐㈱に蹴し湖

　％　　　　　　　　　　　　　　　　eCi，a　　　　　　象と想矩される。さ黛体の平均としてもRmax波高値

40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は0，93mVであつて，北儒濃地方の儒州心筋盤患鞍

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の〔）・75mVよりは商いが・当教蜜の他の調i爾慮繍の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均1，15mVよりは低かった。このことは前述の心
20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓起電力の減弱を璽ねて確めているo

エo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）血　　圧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原斑飼育湖の1鰯三は第5図のよ覧に最大1血L圧150
　0

雛穀lll罎　羅繍鷲篶簿）薯奨1難轄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　値は当撚③の縮による伽也1肋同締の農山村民

　　　　　騨肢魏Rmaxの麟肺　　 』に較べて，むしろ囎である。しか隅雌及び勲
　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧の頻度は共に若干高率であり，1瓶圧正常者が60％を
　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占めていた。殻大rl［1月三の度数分布も110mmHgと1．40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mmH窪とに2つのpeakを翻める。低い方の峰は’〔＞

　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筋陣審，殊に僑州心・筋症によるものとも解されるo何

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れにしても最大1血L庇の分散も大きかつたo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て5）血液検査成績

　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全血比煎（GB）及び蜘．漿比重（Gp）（硫酸鋼法）　e＃i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LO52米満の低比璽を示す麿が17％に認められ，全鼠

又QRS延長（140／。），不整脈（11％），　PQ延長（10％　　の平均値eX　Gtコ1・0535，　GPがLO285であつた。

）も央々1｛〕％以．hにみられ、これらの結果より原綴飼　　　　Hb蚤は平均12．49／dl，　Ht値は38、2％，赤血球数

育薪にかなりの慢性彌漫性心筋障密の存在が考えられ　　　は43ユ×1〔｝’t／mm3で，梢々少かった。出現度数の上
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第5図　　原寮飼育蔚の血EE　　　　　　　　から，1・lb　12．59／dl以下の貧並L麿は40％に達し・9・5

20　　　　　　　κ・136剛風憎　　　　　　　　　　　値上界にあり，平均値は7，859／d1であつた。
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第6図　　　原蚕飼育者の」但液所見　　　　　　　　　　　　0
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1　　　　　　　　　　　　　　　血漿中Creatinine　lll嬰度（Jaffe凪法⑤）は概ね正
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te4s　50　St　s2ε3　s455565TsaE6。　　　　　　常範囲にあり，平均はi・07mg／d五であつた。

Gp　f”　　　　　m，／dlで誠人瀦働。比し低かつた，只1魔禰下
7』≒　　醐蝋搬（…n・d・－U…法⑥）瞬均・・84

界3．Om劇d1未満の薪が55％に認められた。従つてt貢L

漿lll1尿酸／Creatinine上ヒは明かに小さく，酬腎皮質の

一3°el　3233　　　　　　　　　　　機能低下が想定された。
Hb　・・ll・．・卿　　　　血糊・Cl灘（Sil。，，一・。・…法⑦）購・図の

’　　　　　　　　　　　　　　ように，平均値が98．〔｝meq／1で了1三常値下界にあり，

s・一・一・
@欝離雰蝉宝爵濃論諮盤あ辰雫二鰯

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　けている。

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　血満中Potass1um濃度（Hofflnan氏Choline黄

　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　血塩法⑧）は平均値18，3mg／d1であるが，成人肥常

話Rjt3°設桝3k8％　纒産境蹴2認1蹴嬢黎驚満饗
19　　　’　　　　・敵の分散の大きな・と灘低・・ウ・血・あつた・
0　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　とは，心筋障警・就中心碓図のQT延長の高率なこと

　　　3？°鵬謝s8°幽゜xK齢ガ　　　とも関係していると考えらるれ。
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第8図　　　原籔飼育者の血満所見　　　　　　　　　　　第9図　　　　原蚤飼育習の尿所見
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備，剛轍燐濃1蔓（Fi、k，一．S。bb。　R。、。氏Ami－一一゜

nonaPhthol　Sulf〔，11ic　Acid　l去（St））　1濃エド」幻3．85mg／dl　　　　　　　O

で，　碇伽概ね了1三常融隔硫。　　　　　幽師蹄輔脳雛
　　（6）　尿検査成績

　尿検査はScreenin　k・の方法として，　SpoしTest　　の成人，殊に勢では殆ど排泄さ身t　）’siいとされている

Analysisによつて行つた。膿pH（13，tl、・B．氾：）は　　　が，原蚕飼育者には睡めて多撮にみられた。このこと

5．5・－9．．0で平均6，9でji三構。尿蛋由（T・B・P・泄汲び　　　は腎機能舐下を意叫ξし，尿燭白，糖，　Urobilinogen

Sulfosalicyl酸法）は12％，尿糖（Mol】isch氏1法及び　　　の陽性率の高いこととTl，併せ考えて，原鑛飼習潜の腎

Nylander氏法）は8％，尿Urobilin〔〕gen　t’　Ehrlich　　機能低一iぐを推’避せしめる。

氏法）は20％，潜」血反応（e－T（，｝udin　V2；・）は12％の陽

性率であつた。かように種々な相型槽i率オに陽性率は，　　　　　　　　考　　按

腎機能随害を推窺させたo　　　　　　　　　　　　　　　　　前報に記載したように，鐘寮墨家は非養蚤燧‘家に，較

　尿中Chloride濃度（Van　Slyke－Hiller氏法⑦）は　　　べて，高血圧も心筋陣‘，1紬高率であつたeそして養蚤

第9図のように，NaClに換雑して，概ね正常範囲内　　　農家の中でも，特に襟課を飼育する渚，稚蛋飼脊をも

にあり，平均｛184mg／dlであつたQ　　　　　　　　　　　自裳で行う脅に，その傾向が大きかつた。そこで薪者

　尿巾尿酸濃度（Cyanide－Urea法⑥）は血漿中尿酸　　　1よこれら相互の関係と，更に喪鑛労働の健慶に及ほす

濃度と同様，値の低い者が高率（40％）に認められ，　　影響を衛生学的に追及するため，稚巌を自宅で飼育

全鹸の平均値は30・5mg／dlであつた。　　　　　　　　　し，春螢を飼育するような対象な原斑飼育1蔭に求め

　これに反して尿中Creatinine及びCreatine濃度　　　て，その環境，労働等と｛懸糞障’｝i｛：との関係に就て離細

（J・ffe氏法⑤）はむしろ麟な値より高い者があつて，　に検討した。

Creatinine濃度の平均存よ91・7m寓ノd1，　Creatine濃度　　　　先ず原蟄食・可育労働をみると，作業強度それ肉体は激

の平均は19・2mg／dl　Lぐあつた。尿中Creatinine排泄　　　しい労働圏C・・はない。しかし多くは人力による手作業i

髄は筋力とも関係するといわれ，筋肉労働を行うもの　　で，f，k物を鋼育する故，多種の作業を含んでいて，家

に多いとされている。叉尿1｝磁酸／Creatinine排泄比　　族全員翻1三常に忙しい。そして農家の剛業iとしての察内

の減少は血漿中濃度，1七に於ても同様な現象をみたが，　　　産業のため，近隣との競幣心も9”：伝い，生活時間分析

剛腎皮質機能の低下を想定させた。Creatineは正常　　　をしてみると，就労時間が長く，睡眠や休息時間が短
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く，精神緊張の大に要求されることがわかつた。1ケ　　れにせよ原孫飼育者は…輝転寮に比し，一層高率に・心

月余はすべて蚕中心の生活が営まれる。　　　　　　　　血管系障摯，を有していて，少くとも現在の蕪蛮労働は

　次に蚕室内環境であるが，春早くから掃立を行うに　　　健康を脅かし，特に心血笹系障”1・の発硯に蝋弱な関係

対して，近年養蚕技術の上からは，高温衡塘が採用さ　　のあることを示す。そし・て心」血醐ぐ障害の疫竺学の上

れたため，木調甕対象のような地域では，外気温7～　　　に，一一・っの飛要な資料を提σtiしたと考える。

22°Cの季節に，26°C前後に室温を保持することにな

り，強度の採暖が要艮される。当地方では煉1瓦木炭　　 結論
が盛に用いられ，床，天井，窓縁の日張り，壁紙の使　　　　鐘蚕農象に’亡Sin・管系障害術勿く見た前編の矧児にJlll

用，開口部を小さくする等と相倹つて，保温に便して　　　いて芋ト厳で賄躍から白宅飼目やる原蚕f祠育の労働環境

いる。そのため鞭室内のi奎気は汚染し，特に人体に有　　　調査と，その従事轟路名の健康、、臼断を行い，3ド鋸一時

害な燃焼ガスCOは’内に貯溜して，200～3C｛〕ppm，　　　に原1飼育の衛｛L学的検討物｝｝此みた。三｝、な結li陀は次の

に達した時期も少くなかった。給桑或は除沙妬の伯業　　　ようである。

のための比iii蜘勺短い時厚瓢内でも，怒限礎以i：のCC｝に　　　　ユ）　．内1雪，境：原：if彊飼育し｛ミは外気温7～22°Cの時

曝露のため陵々頭痛を訴える程度の急性CO中襟な反　　　卿1に　1温な鋤゜C前1妾に維持するため，気積il疋均2（）Ma

復して繰返していた。CO－Hb蹴も蚕一謹内では30％に　　　のrl張りさオ1た，換謹（圃数毎噛・1．1回）1，，気流（

達す硝もあつた。これらの所見は’1・松⑩，融⑪，　（）．18m／sec，）砂い：1鞭，網鱒｝いド1匙、蜘∫

遠藤⑭，関口⑫久1畑⑭撃も他朔・照家の腿1謄　力；伽，嫉いる。そのた・孔喋内C：C），濃W，22．，CO

でも確めているが，作業麗境での璽要な不艮蝦、であ　　1闘蔓蝋［25ttにli’し，室内‘’；僻薩1‘トはllナ三1侶1，1こ良で

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あつた。そのような環境に働く粥は，G（）一正王b鵬雪U％

　そこで更にかような不良瑞鷲要螺の中で．澱も長暇室　　　を越えるものもあつて，頭痛，嘔気等の癒状とlllに明

間作業する30～59才の男女88名についての健康状熊な　　　らかな急性CO　rl灘を反復し゜ごいる。

みて次のような結果を得た。心訴をはじめ，眉凝，眩　　　　2）　労働状況：原蛍食IJ鳶者はこのような悪環擁下

鰍，頭璽髄頭痛，腰痛，疲労感，倦怠感，習腸症状撃　　　で，鰻蚤の労働時間1如ξ澗40分という長Ill聞労働に従

の訴えを持つ音が全員の正島以Lにも認められた。し　　　琳し，師眠5時間，休息30分と睡眠，休i豪の不足と精

かし本人自身，病気と向覚する者は少く，殊に進んで　　　神緊張の過労に陥つている。休鼠減少疲労感等を訴え

診療を受けようとする渚は蚕つて少かつた。これに対　　　ながらも全くlfl・T，li心のt，1，1活である。

し診断を行うと，訴えを襲1寸’けるような心血管系を孟　　　　3）身体的には，心訴，心拡大，不整脈等が認めら

とする健康障害を高率に認めた。殊に作業環境も類似　　れ，X線写輿で殊にノi心室の拡大，心臓罫積の増穴も

した北信濃山村に於ける畳糸加工作業者にみられた慢　　　認められた。心レ檀図からもQT延長，　ST　Tの変化が

性心筋障轡一儒州心筋症④とみられる者が1〔〕名（11　　高率に見られ，心筋障諏よ25％も存在した。心筋障齊

％）認められた。このことは僑州心筋症の発生要悶　　　は1°に高ll旺圧儲｛三心筋障警と北信濃山村にみられた儒州

を裏付けるのに重要である。又最大血圧及び心電図　　　心筋症様のものの2つであつた。

Rmax波高値の度数分布も二峰を描き，この心筋障　　　　4）最大血圧及び心電図Rmax波高1直の分布が2

害の存在を裏付ける一一一つの手懸りを与えている。　　　　　峰性で，高血圧と信州心筋症の両者の存在を推定させ

　動悸，息切，狭心症々候群，胸部重圧感，胸内苦悶　　　た回

感を主とする心訴，心拡大s不整脈及びSTTの変　　　5）　［血液所見では貧血を認めた。又血中C1及び尿

化，QT延長等を主とする心電図所見等の高率なこと　　酸の滅撒より副腎皮質機能の低下を窺い，1血清Kの減

は，・上記の心筋障害の存在を養・証している。　　　　　　燈より心筋障／／／i’の存在を襲付けられた。尿螢白，糖，

　更に血液及び尿検査の結果は，腎及び副腎皮質機能　　　Urobilinogenの陽t｛1三率も高く，　Creatine排泄濃度

の低下，貧．血等の健康障害を推定させた。更に肋軟骨　　　も増加し腎機能低下が窺える。

の骨化と共に，尿中Creatineの多景排泄等は早期老　　　　6）　以．ヒの紬果より，原寮飼育労働は塗蚕労働に見

化を物語つている。ttn漿及び尿中尿酸，℃reatinine比’ @た衛生！｝1数的不良条件の一1￥．滴度なものと判定され，原

の減少，血清中Cl」m：の減翠：等も副腎皮質機能低下の　　　寮従業蒋には心［1岬係の障，1ゴも又一段と轟i率であつた

一蹴嚇し，S・ly・⑯の・xh・u・t・t・g・にあるもの　ことと併せ叛，鰍恥1媚系への瀞辮を明かに

とも考えられる。叉低カリウム．血の高事なことは心筋　　　物語つている。その要附として，精神緊張，睡眠不

，障害の存在を血液生化学の方面より裏付けている。何　　　足，傾斜地労働，多忙による食鐵の不備，その他が考
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え［≧・れるが，作業環オ竜の不備によるco　l．h毒の反復は　　　F1オく医学会総会々誌，111，1959，　⑥PETERs，　J．

殻も大きな一因と考えられる。　　　　　　　　　　　　H．：」．Bio1．　Chem，，146：179，1942．　④BROWN，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H，：J，Bio1，　Chem．，158：601，1945．　　⑦VAN
終りに恩師小1塗繍三り撒授の懇［刀側旨5曽；と｛郊腋傑　SLYKE，　D，　D，＆HILLER，　A．，」．　Bi。1．　Chem．，

訓総。鰍訓、，，；靴ついて櫛、、、，1東、P・67・…，194・・⑧・・FFM・N・・W・・…エ…1・

儒越rl浄地方公衆衛ノ1三学会（横21の，暫働環境について　　　Chem・・120：57・1937・　　⑨FISKE・C・H・＆

を雛2翻信越北1；’1・ヒ地’方膿業医惇：会（新潟）に於て発喪　　　　SUBBA　ROW，　Y．：∫，　Bi〔〕L　Chem，，66：375，1925，

した・　　　　　　　　　　　⑩小｛館醐，労f辮1・栄．：・ll，　572，　．1955，⑩仙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忍…三。ほか：Ii’1衛言志，　11：79，1956．　　（㊤選ζ月’姪慧鞍男・ほ

　　　　　　文献　　　　　 か：∬1糸経済研究資斜・，19：1，1957．⑭関［－ll芳火：

①小松富三三．男：？i「li洲医誌，32：1119，1940．　②小松　　　’労働科”y：，33：138，1957．　⑪久保田重孝・ほか；課

富三勢；満洲櫃ミ誌・3‘）：775，1939・　③村山忍鷲：信　　　糸経潴研究資料，19：9，1957，　　⑩SELYE，　H．：

州医誌’7：435；5i4，1958．　④小松富三男：笛L5回　　　Brit．　Med．　J．，22：IL383，1950，


